
















 『小森陽一、ニホン語に出会う』第 8 章「声と身体で表現する日本語」での、著者である近代
日本文学研究者・小森陽一による、劇作家・平田オリザとの対話の中での言葉です。実際に北海
道で高校の教壇に立つ私にとって、一瞬たじろいでしまう言葉であります。「身体的には四十五分
間教壇に向かって座ってなくてはならない。しかしそうした身体を本当に強制すべきなのか」。授
業は生徒の個別な言葉と身体を抑圧するのではなく、それぞれに獲得してきた言葉を授業の中で
演劇的に再現させて、生徒が個々に背負っているコンテクストを把握することから始めなければ
なりません。そこからさらに、個々のコンテクストの違いを摺り合わせていく「異交通」の必要
性が述べられています。教室の中でのこうした、異なる背景を持った者同士が何とか言葉を通じ
させようとすることが、いま求められているコミュニケーション能力というものにつながる第一
歩となると考えます。 
 
３．考察 
 生徒同士が活発に関わり合い、授業内容の理解を深めていき、思考力を培っていく授業を展開
していくために必要なことは何かということを考えています。しかし現実にはさまざまな理由に
よって代わり映えのない一斉授業をくりかえしております。まずは授業に関係のない物をしまわ
せ、身だしなみを正させ、居眠りをしている者を起こしています。そうして教室の雰囲気をひと
まず落ち着かせて、さてと、では積極的に発言してもらおうかと思っても強制的、抑圧的にふる
まってしまった後では冷めた空気が流れてしまっているのです。 
 こうした授業のありかたを改善していくためのヒントが冒頭の言葉にあると考えます。 
生徒の立場から見れば、お互いが実際にどんな人間なのかということの理解なしには、活発な
意見交換など不可能なのではないでしょうか。だから授業者として教室において抑圧的なふるま
いをひとまず封印し、生徒が個々に持っている話し方や癖をできるだけそのままに（教室空間に
特有な話し方ではなくて）表現できるような場面を設定したいのです。その中から生徒はお互い
の人間性を知るようになり、そこでようやく自分の感想や意見を語り始めるようになるのではな
いでしょうか。こうした過程を経ることなしには、ペアワークやグループワークを設定しても、
その取り組みは深みを欠いたものになってしまいがちです。問題は、生徒に自分を表現させる必
要性、必然性を納得させる力量を私自分が身に着けられるかということであります。 
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